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Abstract 
  The National Diet Library in Tokyo possesses and stores eight Inagaki Manjiro’s (稲垣満次郎) 
letters at the reading room Kenseishiryoushitsu (憲政資料室). One was addressed to Kabayama 
Sukenori (樺山資紀), another three were addressed to Kurihara Ryoichi (栗原亮一), and the other four 
were addressed to Matsukata Masayoshi (松方正義). These missives reprinted here are mainly related 
to Inagaki’s Japan lecture tour from March 5 to July 9 in 1892.  
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沢諭吉、肝付兼行、榎本武揚、稲垣満次郎、徳冨蘇峰、志賀重昂らの動向に興味をもち、関連書翰史料を探索してきた。このうち 本紀要では、過去に、 「徳富蘇峰宛稲垣満次郎書翰（ 料翻刻） 」 （人文社会篇五八巻二号、二〇一四年二月） 、 「肝付兼行書翰（史料翻刻） 」 （五九巻一号、二〇一五九月）を紹介している。
稲垣満次郎（一八六一年～一九〇八年）は、 「明治時代の外交官」 （吉川













































栗原宛「３． 」からは、 「１． 」 「２． 」の書翰以降、栗原と面識を得る機




と記されていることからの推測である。 前掲中川論文によると稲垣が英国留学から帰国したのは一八九一年二月であり 前掲 『日本』 記事によれば、国内巡遊出発は一八九二年三月五日である。栗原宛「３． 」 発信はこの間の九月二十二日であることから、差出年を一八九一年と推定した。
松方宛「１． 」では、国内巡遊の出発を「来月」 、すなわち、一八九二年
二月と記している。 一八九一年十二月二十五日に松方内閣 衆議院を解散し、第二回衆議院議員総選挙が行なわれたのは翌年二月十五日で 。「干渉選挙」の混乱を避けるため、出発を一ヶ月延期し三月 とした経
緯を推測させる。
松方宛「２． 」は、樺山宛「１． 」とほぼ同文の書翰である。書翰冒頭の
裏面に、史料として受け入れ後の整理に際して、鉛筆で「稲垣満次郎代筆（夫人？） 」との書き込みがあることの事情を考察して置きたい。松方宛と樺山宛の両書翰は、 他の稲垣書翰が草書体の大きめの文字 記されているのに比して、小振りの行書体で書かれており、行間も整っ いる。松方宛「２． 」だけを見て、史料整理を担当した国会図書館憲政資料室の職員が、女手である可能性を考えたのであろう。今回両 翰を対比した結果、稲垣本人によって記された であると判断した。 表現の揺らぎがあり文言の差異があ ことは代筆では発生し難く、 稲垣本人だからこそ文章の流れを自由闊達に変化させ ことが出来たと考える。通常巻紙を左手で持ち、机を使わず 書翰を認めた 対して この二通は巻紙を机上 広げて認められたのであろう。
松方宛「３． 」は、一八九二年七月九日に巡遊から帰京した後、稲垣は
松方を二度訪ねたが面談の機会を得 いないこと 窺わせる。 第一次松方内閣が総辞職したのは同年七月三十日であり、 その直前 政治的事情が背景として存在したと推測される。
松方宛「４． 」は差出年不明である。鹿児島県人、河野主一郎を府県知





































































































































































































































































































国家多事之際益御清栄為邦家奉恐悦候。陳ば小にしては鹿児島の為め、大にしては日本の為め誠意申上度義有之候。 そは他 あらず 全県分離相睨視し誠以て惨情
□
ふに忍びざる次第に御坐候。此際に当つて、一郷の
重きを一身に負ふ人は即ち河野主一郎氏なり。 仝氏の人と為り 小生よりも閣下能く御承知の御義と奉存候。仝氏も日本の現状を憂られ、位官高からずと雖ども、出仕国家に報ぜんと決心致され候。就ひて 府県知事位にても宜しかるべ 、閣下御推撰の道はあらせられず候や 尤も仝氏も履歴も有之人に御坐候得ば、 可成三府五港の一なれば都合宜しくあらるべく存罷在候。此事樺山子へも今日書面を以て申上置候。河野氏承諾の義は小生義勿論御請合可申上候。 河野氏にし 出仕あらば鹿児島全県の形勢一変することは疑ひこれなき義に存罷在候。一昨日も一寸参上仕候得共、御留主中拝眉を得ず。何 明日若しくは明後日には参上、漫遊中実地視察上より割出し候我国の国策即ち我国の為さゞる可からざる事実問題、 意見は陳述可仕、兎も角河野主一郎氏の一件は御親慮を仰ぎ度、為邦家奉願候。恐惶謹言
七月十六日
稲垣満次郎
松方伯殿
二白此書状は他見は一切憚からるゝ義に御座候。敬白
［註］書翰の部二六―二。封筒表、松方伯爵殿、必ず親展。封筒裏、
麹町区下六番町四十四番地、稲垣満次郎。
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